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for Windows
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特　　徴

仕　　様

・土地改良事業設計指針『ため池整備』 H１２年

・タルボット・シャーマン・久野黒石

 エクセルファイルへ出力

 LAN対応 USBプロテクトキー採用

 ・ プログラムインストール　DVD-ROM

 ・ プロテクトキー

  

準拠基準他

降 雨 強 度 式

書 類

システム運用

　納   入   内   容

・貯留効果を考慮して最大放流量・設計洪水位を算出

 

 
 

  

適応機種及びＯＳ

対 応 Ｏ Ｓ

ハードウェア
Windows,8,10
1366×768dpi以上のグラフィック機能

DVDドライブ　（インストール時）

※web上からのインストールも可能(推奨)

メモリ　4G以上

推奨HD空き容量　1G以上

データ入力画面

・計算条件タブ

・計算結果表タブ

・計算結果グラフタブ

｢　　　｣
水理計算ソフト



水理計算ソフト　　　　 貯留効果の計算Ver.２　書類出力例

・計算結果表
例題１：土地改良事業設計指針「ため池整備」Ｈ２７

（min） (m /s)

(m /s)

（m ） 注）雨量R＝降雨強度I／60分 (m) (m)

到達時間内降雨強度　r 単位時間流量

ｒ＝R・60／Ｔc=Ｉ／Ｔc ｑ＝(1 ／3.6)・ｆ・ｒ・Ａ

時間(hr) (mm/hr) (mm/hr) (m /ｓ) (m /ｓ) (m /ｓ) (m /ｓ) (m /ｓ) (m /ｓ) (m ) (m /ｓ) (m ) (m) (m )

洪水到達時間Ｔc= 洪水吐き（越流堰）諸元 最大流入量Ｑimax=

流出係数ｆ= 越流係数Ｃ= 最大放流量Ｑomax=

池の満水面積= 有効幅Ｂ= 最大越流水深ｈmax=

経過時間 降雨強度 I 時刻流量 基底流量 合計流入量Qi 20％割増し 平均流入量Qi 流入容量Vi 放流量Ｑo 放流容量Ｖo 貯留水深ｈ 貯留容量Ｖ
備　考

分(min)
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・計算条件と結果 ・降雨強度式

お問い合わせは
水理計算ソフト　開発・販売元

【 Homepage】 ht t p: //www. yamasof t . co. j p
【 e-mai l 】 t or r ent@yamasof t . co. j p
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